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大 豆粕添加稲わらを給与した子めん羊の

発育および飼料利用

劉 建新1)・大久保正彦・諸問敏生

近藤誠司・朝日田康司

(北海道大学農学部家畜飼養学講座)

(昭和 63年4月15日受理)

Growth， Digestion and Utilization by Growing Lambs 

Fed Rice Straw Supplemented with Soybean Meal 

Jian Xin Lru， Masahiko OKUBO， Toshio MOROOKA， 

Seiji KONDO and Yasushi ASAHIDA 

(Institute of Animal Nutrition and Feeding， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University， Sapporo 060， Japan) 

緒 言 材料および方法

稲わらは蛋白質合量が低く，繊維成分や陛酸含量が高 1. 供試動物と飼養管理

いため，その養分消化率，栄養価とも低く，向由摂取量 育成中の当歳去勢雄めん羊4頭を供試した。めん羊は

もかなり低い。そのため，稲わらのみ給与時には，しば サフォーク雑種で，北海通大学農場で昭和61年 2-3月生

しば，摂取量が維持要求量を下回る12，15)0 JACKSON5)は， まれのものであった。試験開始時，めん羊は約8カ月齢

わら飼料で反街家畜の増休を得るためには， 8-109ものお] で，平均体重は約 40kgであった。

キl粗蛋臼質 (CP)含量が必要であると指摘している O 供試羊は個別にベンで飼養し，飼料は1日の量を09・00

著者らは， N 源としての大豆粕添加が稲わらの I~I 由摂 と17:00の2回に等量給与し，水と鉱塩は自由摂取でき

取量に及ぼす影響を反拐胃内繊維質消化との間遠から検 るように常置した。

討してきた9)。反拐胃内繊維質消化は反努胃内微生物の 2. 供試飼料と試験計函

活動に依存しており，その活動を活発に維持するために 稲わらは 5cmの長さに剤11切して自由摂取できるよう

は，微生物への笠系源 (N)とエネノレギー源を均衡よく供 に供試羊に給与したが，選択採食を防ぐため 1日の給与

給することが必要である1)。しかし，稲わらは CP合量 量を 10%の残食が出る程度に抑えた。

が低いのみならず，その反釘胃内分解度も低いため，稲 稲わらの隈取量と反釘胃内分解度8)および大豆粕の反

わらのみ給与時には，反勿胃内微生物へのエネノレギ{供 街間内分解度14)を考慮し，大豆粕の添加量を 1日1頭あ

給に対する N供給の比率がかなり低くなり， N供給が たり 200gとした。

不足していると推察されため。 試験は，育成試験と消化代謝試験にわけて実施した。

また一方，実際の飼養管理条件下で N)IJjtを添加したHf¥ Trial1育成試験:育成試験は 2週間の予備期を設け

わらを給与した場合に，家市がどれだけ増休できるかに たのち， 70日間行なったO その間，めん羊の体重は 10日

ついてはあまり知られていない。そこで，本試験では， ごとに測定した。残食は毎朝jの給与直前に取り除き，給

反努内微生物への N供給を考慮し，大豆粕添加稲わらを 与量から残食を差しヲ!¥，、たものを稲わらの自由摂取量と

給与した子めん羊の育成成績および飼料利用について検 した。

討した。 Trial2.消化代謝試験:育成試験を終了した後，全糞

全尿採取法による消化試験とフード法による呼吸試験を

1) 現住所 中国杭州市濁江農業大学高牧獣医系
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験開始時に高い{也を示し 1日1頭あたり平均で680g 

あった。試験期間の進行に伴い稲わらの摂取軍が徐々に

低下し， 1カ月前後に最も低くなった(平均 400g/日/頭)。

その後，稲わらの摂取量がまた増加し，試験終了時に

620 g/頭/日に達した。

Tria12.消化代謝試験

TabJe 3に各成分の消化率を示した。剣料 DMt.貝取

量は平均 704g/F.Ji./日であり， DM，有機物 (OM)，CP， 

CWC， ADFの消化率はそれぞれ， 50.8， 62.4， 74.2， 50.9， 

46目870で、あった。

N 出納の結果は TabJe4に示した。 N摂取量は

19.0g/JiJf!日であった。 N摂取量に対する糞中 N損失量

の害IJ合は 25.8%と低かった半面， 尿中 N損失;監の割合
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行なった。消化代謝試験笑施時の飼主主管理は育成試験時

と同犠であった。消化代謝試験および呼吸試験の詳細は

既報の通りであったり)。

Trial 1.育成試験

稲わらと大豆粕の成分組成は Table1に示した。稲

わらの徒隊， CP，細胞E主成分 (CWC)および酸性データ

ージェント繊維 (ADF)含量は，乾物 (DM)あたりそれ

ぞれ， 8.4， 6.0， 72.1および 49.2%であり，総エネノレギー

含量は 16.1MJ/kgDMであった。

Table 2に供試羊ごとの剣料摂取量，日l営体および剣

料効率を平均値で示した。各供。試三千とも殆ど鳩{本せず体

重を維持したに過ぎ、なかった。稲わらの自由摂取量は 1

1日1頭あたり 546← 614，平均 579gであった。全飼料H1)収
量に占める稲わら摂取量の割合は平均 74.3%であった。

供試期間の進行に伴う各供試羊の稲わら摂取量の推移

を Fig.1に示した。各供試羊とも，稲わら摂取量は試

果結
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Table 5. Energy balance by lambs fed ad libitum rice straw 

supplemented with soybean meal 

Intake Loss 
Retention 

GE DE ME  Feces Urine Methane HP 

MJjd 12.22 7.46 6.29 4.76 0.60 0.57 7.05 0.76 

?ら 100 61.1 51.6 38.9 4.9 4.6 58.4 -6.8 

GE: Gross energy， DE: Digestible energy， ME: Metabolizable energy 

HP: Heat production 

は 45.8'10 と非常に高かった。 N蓄積割合は 28.4%であ

った。

Tbale 5にエネノレギー出納の結果を示した。総 (GE)，

可消化 (DE)および代謝エネノレギー (ME)摂取設はそれ

ぞれ， 12.22， 7.46および 6.69MJj頭/日であり，エネノレギ

ーの消化率および代謝率はそれぞれ， 61.1， 51.6%であっ

た。 GE摂取量に対する尿中，メタンおよび然生産 (HP)

によるエネルギー損失量の割合はそれぞれ， 4.9，4.6およ

び 58.4%であった。 HPは代議jエネノレギー摂取量をわ

ずかに上回ったため，エネルギー蓄積 (Er)は負となり，

その GE摂取量に対する割合は 6.85'0 となった。

考察

試験開始時の子めん羊の体重は標準的体重3) とほぼ同

様であり，それらの子めん羊は順調な発育を経てきたも

のであると考えられる。本試験では，稲わらに大豆粕を

1日1頭あたり 200g添加しでも，めん羊は増休という

よりも体重を維持するに過ぎなかった。

GARRETTらめは稲わらを全飼料の 72'10 として子め

ん羊に給与した場合，日増{本量は 89gであると報告し

た。彼らの結果に比べ，本試験での稲わら鼠，l'tヰの消化率

は高かったものの，飼料の摂取量が低くなっていた。両

試験における増休成績の相違の原因のひとつは，本試験

では稲わらの以外に大豆粕のみ添加したのに対し，彼ら

の試験ではアノレフアノレファ乾草，大麦，揃実粕などを添加

していたことにあると思われる。 また， GARRETTらめ

は上述の稲わらを NaOHあるいはアンモニア処理稲わ

らに置き換えた場合，飼料の摂取量が増加するため，子

めん羊の日増体量が 136g以上になると報告している。

稲わらの自由摂取量は各供試羊間に大きな差がなく

(Fig.1)，代謝体重当たりの摂取量で表わすと平均 36.2gj 

kgO • 75 であった。この値は同じ稲わらのみを成羊に給与

した場合の摂取量 34.3g/kgo.75 9) とほぼ同様であった。

木試験では，稲わらのみ給与の対照区を設けなかったの

で，大'ffιl'\添加が子めん ~I~ による稲わらの I~I [1:¥摂取-5に

及ぼす効果は明かではない。しかし前出の試験9)では，

大豆粕を 1日1頭あたり， 100， 200， 300 g添加した場合

に，反努胃内微生物へのエネノレギー供給に対する N供

給のバランスは大豆粁l添加レベノレの精力日に伴い改善され

たが，稲わらの自HI摂取量はそれぞれ， 40.1， 41.9， 42.7 gl 

kgO・75であり，稲わらの摂取量に対する大豆粕添加の効

果はあまりないと推察されている。

f共試期間の進行に伴い稲わらの摂取置は高 低 高 の

パタンを示した。試験期間中，稲わらの成分組成の変動

が少なかったので，稲わらの摂取量の変動は稲わらの成

分組成の変動によるものではないと恩われる。 HAD]I-

PANAYIOTOUら2)はわらのみを 13週間めん羊に給与

した場合，わらの摂取量が試験期間の進行に伴い低下し，

その後， N源として大豆粕あるいは尿素を添加すると，

わらの摂取量が試験期間の進行に伴い増加したと報告し

ている。即ち，稲わらに N源を添加した場合，その倶

取i言が試験期間の進行に伴い変化するものである。最初j

から大豆粕添加稲わらを給与した本試験では， fì~わらの

摂取量が高一低高のパタンを示した。それは給与飼料

に対する反勿宵内微生物の適応などによるものとも考え

られるが，今後さらに検討する必要があるであろう。

わらのような N含量の低い粗飼料は消化率が低いこ

とが女1Iられている11)。本試験で，稲わらに大豆粕を添

加した場合， Nの見捌けの消化率が 74.2%にも達した

(Table 3)。一方，尿中 N の損失は 45.8'10 と非常に高く，

可消化に対する割合に換算すると， 62%にもなる。稲わ

らに大豆粕を添加する場合，多く摂取した Nはよく消化

されるが，消化された Nは必ずしも効率よく利用されて

はし、なL、ものと恩われる。

エネノレギーの消化率は 61.1%であり，同じ稲わらのみ

を成羊に給与した場合の消化率 43.3%10)より有意に高

くなった。尿中およびメタンによるエネノレギー損失はほ

ぼ同程度で，いずれも GE摂取量の 5%以下であり，長
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的には大きなもので‘はなかった。 HPは GE摂取誌の半

分以上を占め， ME  渋取量をやや超えたため，エネノレギ

ー111車内が負となった。稲オつら給与11守のエネノレギ-Ll:'，納に

ついて調べた試験は殆ど見当たらなし、。 NRC飼後際

ijP3)での大豆粕のエネルギ-i!sjを参考にして，稲わらの

エネ Jレギー消化率および代謝率を求めると，それぞれ，

53.270および 45.870であった。それらの値は，既報の結

果10)より高いものであり，稲わらに大豆粕を添加した場

合に“associateeffect"が表われていると示唆された。

以上のことから，稲わらに大豆粕を添加して子めん羊

に給与する場合，稲わらの自 EE!摂取量，利用効率のいず

れも低く，子めん羊は体重を*!t持するしかできず， J:¥H休

を期待することができないと結論した。

摘要

1) 発育中の 8カ月齢の去勢対iーめん羊 4]Jiを供試し，

大豆粕添加稲わらを給与ーした場合の育成成綴について検

討した。試験期間中，稲わらは l当 EFj摂取させ，大豆~~Iは

1日1頭当たり 200g添加lした。育成試験終了後，消化・

代謝試験を行った。

2) 育成試験時の稲わらの平均白 Ellt只lliz長は 579g/!iSV
1:1と低い値であり，試験期間の進行にf札、多少変動した

が， {共試羊の間に摂取量の大きな差がなく同様な推移傾

向を示した。またp 各供試羊とも殆ど増体せずp 体重を

維持したに過ぎなかった。

3) 稲わら飼料の DM，O M， CP， CWCおよび ADF

の消化率はそれぞれ， 50.8， 62.4， 74.2， 50.9， 46.870であ

った。

4) N摂取量は 19.0g/頭/日であり， N摂取量に対す

る糞中 N損失量の割合は 25.670と低かったが， 球中損

失量の割合は 45.870と非常に高かった。 N蓄積割合は

28.470であった。

5) エネノレギーの消化率， 代謝率はそれぞれ， 61.1， 

51.65"0 であった。総エネルギ-t.兵取量に対する尿中エネ

ノレギー量， メタンとしてのエネノレギー損失量および熱発

生量の割合はそれぞれ， 4.9，4.6および 58.470であった。

エネノレギー出納はゼロに近く育成試験の結果とほぼ一致

した。

6) 稲わらに大豆粁lを添加して子めん羊に給与した場

合，稲わらの自由摂取量，利用効率とも低く，子めん羊

の増体を期待することはできないと結論した。
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Summary 

Four castrated yearling lambs were fed chopped 

rice straw with soybean meal supplementation 

Rice straw was given ad libitum and soybean meal 

was supplemented at a rate of 200 gfd. After a 

rearing triaI for 70 days， digestion trial and calo・

rimetric trial were conducted to investigate nutri-

ent digest山 lity，and n山 ogen (N) and energy 

balance by lambs fed rice straw supplemented 

with soybean meal. 

Average dry matter intake 01 rice straw was 

579 g per day， which was 74.3% of tota1 feed intake. 

Animals has little gain in body weight. The rice 

straw diet with 200 g soybean meaI supplementa-

tion was only able to maintain the body weight 

of lambs. 

Digestibility of dry matter， organic matter， crude 
protein， ceII waII constituents and acid detergent 

五berwas 50.8， 62.4， 74.2，50.9 and 46.8%， respectively. 

Urinary N 10ss was relatively high (45.8% of N 

intake) and N retention was 28.4% of N intake. 

Digestibility and metabolizability of energy were 

61.1 and 51.6%， respectively. Heat production ac-

counted for 58.4% of gross energy intake and 

energy reten tion was cIose to zero. 

1 t was concluded that when rice straw was ad 

libitum offered with soybean meaI supplementation， 

the voluntary rice straw intake was Iow and the 

lambs were only able to maintain their body weight. 


